
大阪外国企業誘致センターは、９月１４日、水の都ベネチアを擁するイタリア・ベネト州からの経済視察

団の来阪にあわせ、「イタリア・ベネト州経済セミナー」を開催しました。

ヴェネト州はイタリア20州の中で3番目のGDP規模を誇り、2006年には1390億ユーロを記録、総輸

出額もイタリアの約 14%を占めております。また大阪と同じく高い技術力をもった中小企業が多く存在す

る都市です。

今回来阪した環境や機械分野のイタリア企業７社・団体はセミナーにおいて技術力や自社製品をアピ

ールしました。

左側奥から、ヴェネト州商工会議所外国貿易促進センター副会頭のパオロ・ドリオーニ氏、

部長のファブリツィオ・アルヴィジ氏、東アジア担当のアントネッラ・ピーヴァ氏

右側奥は上月事務局長

セミナーに先立って、大きく変貌を遂げる大阪のブリーフィングを行い、将来への展望やビジネスパートナーの

発掘先としての魅力を強調しました。


